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1．はじめに  

沖縄自動車道（図‐1）は、都市圏の那覇市と北部の

名護市を結ぶ重要路線である。大別すると那覇 IC から

石川 IC までの南部区間（31.4 km）と石川 IC から許田

IC までの北部区間（25.9 km）に分けられ、それぞれ供

用から 29 年、41 年が経過している。沖縄自動車道は、

高温多湿な亜熱帯地域に位置し、飛来塩分も海岸部の

みならず内陸部にまで達するという厳しい腐食環境に

置かれている。特に北部区間の橋梁等のコンクリート

構造物は、建設当時の慢性的な水不足や塩分総量規制

前に建設されたことから、十分に脱塩処理のされてい

ない海砂がコンクリートの細骨材として使用されてお

り、鋼材腐食に伴うコンクリートの浮き・はく離とい

った変状が多数散見され、図‐2に示すように、床版上

面には土砂化やそれに伴う舗装のポットホールが発生

しており、床版下面には鋼材腐食に伴うハンチ部のコ

ンクリートのはく離等の変状が発生している。これら

の構造物を適切に維持管理するためには、構造物の変

状特性を正確に把握したうえで健全度評価を行うこと

が重要である。 

本稿では、橋梁床版取替予定の a 橋にて床版上面たた

き調査およびコンクリートの塩分量調査を行った結果

について報告し、沖縄自動車道における今後の床版取

替の方針について述べるものである。 

 

 
2．概要 

2.1 調査対象橋梁の諸元 

 調査対象橋梁（a 橋）は、鋼(3+4)径間連続非合成桁（橋

長227.7 m）、床版形式は I形鋼格子床版の橋梁であり、

沖縄自動車道の北部区間のうち海岸線から約 700 m の

場所に位置している。図‐3に橋梁一般図を示す。 

 
2.2 調査項目および調査方法 

(1) 床版上面たたき調査 

 床版上面たたき調査は、舗装・防水層撤去後の床版

上面の打音調査により実施した。 

(2) 塩分量調査 

 塩分量調査に使用するコンクリートコア試料（φ65 

mm）は、舗装・防水層撤去後の床版から各径間とも路

肩側（海側）および中分側（山側）の起終点から各 1

点（計 14 点）採取した。採取した試料は、20 mm 毎に

スライスし、床版上面および床版下面からそれぞれ 100 

mmの範囲を JIS A 1154に準拠してコンクリート中の全

塩分量を測定した。 
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図‐2 床版の変状状況 
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図‐3 橋梁一般図 

 

図‐1 沖縄自動車道 位置図 
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3.結果と考察 

3.1 床版上面たたき調査 

 床版上面の変状は、図‐4に示すように、連単位で見

ると A1-P4 径間の範囲に床版上面の変状が集中してお

り、P4-A2 径間では床版上面の変状はほぼ見られない。 

3.2 塩分量調査結果 

塩分量は、図‐5に示すように、全ての測点で塩分総

量規制値である 0.3 kg/m3以上、14 試料中 12 試料で腐

食発錆限界塩化物イオン濃度とされる 1.2 kg/m3以上の

塩分量が測定された。また、図‐6に示すように、径間

毎の床版上面変状率と内在塩分濃度（平均値）を比較

すると、床版上面変状率の高い A1-P2 径間で内在塩分

濃度が高い傾向が見られる。一方、床版上面にほぼ変

状が見られなかった P4-A2 径間においても、腐食発生

限界塩化物イオン濃度に近い内在塩分が含まれていた。 

 

4. おわりに～今後の床版取替方針～ 

沖縄自動車道北部区間における橋梁のコンクリート

床版の最大塩分量は、図‐7に示すように多くの橋梁で

腐食発錆限界塩化物イオン濃度を超過しており、これ

らの劣化因子が含まれている限りは、現状で変状が見

られない場合でも、将来的にコンクリート床版の浮き

や舗装のポットホールが発生する可能性がある。また、

断面修復等の部分補修を実施した場合でも内在塩分に

よるマクロセル腐食により再劣化する事例も発生して

いる。以上のことから、沖縄自動車道北部区間の橋梁

床版については、床版を取り替える抜本的な対策 1)を行

う必要があると判断し、計画的な床版取替工事を実施

する予定である。 
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図‐7 北部区間の橋梁の最大塩分量 
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図‐6 床版上面変状率と内在塩分濃度（平均値） 

A1

床版上面の変状が多くみられる範囲

P1 P2 P3 P4

P5 P6 A2

床版変状範囲

①

P4

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭①～⑭ コア採取位置

図‐4 床版打音調査結果 
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図‐5 塩分量調査結果 
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